
 
 

地域フォーラム（1／29）に参加して 

「災害時避難所設営・運営について」 

 避難所開設が、思ったより大変です。 

 まず、東部では本宿小と三中が避難所に指

定されていますが、その校舎・体育館が入れ

る状態かどうか、判定する人が見て、初めて

避難所開設になります。時間がかかる。 

 要援護者の安否確認の報告受けは、原則こ

の２カ所でおこないます。安否確認と周辺状

況の報告だけです。 

 しかし、もし避難所開設前に避難してきて

しまう人たちがいたら、これにどう対応する

か。いろいろ質問されてもそれに答えている

ゆとりが多分ない。安否確認チームには対応

は無理と言っても、きてしまった避難者（例

えば、一人でいるのは怖い独居者、幼児連れ

の親子）には何らかの対応が必要です。 

 安否確認も、名簿は学校保管なので（副本

は会長預かり）、初動要員の市職員が来て取り

出せないと名簿との突き合わせ作業は出来ま

せん。 

 要援護者の安否確認作業と、避難所受付の

連携について、防災会の方や他団体の意見を

聞きました。 

 今回は、避難所を開設するまでの手順や人

の配置について確証が持てないので、受け付

けの連携まで話が進みませんでした。 

 安否確認の連絡用紙はオレンジの紙です。

一般避難の受け付けを別の色の紙にすれば、

仕分けられ、避難所が開設されたときにすぐ

名簿として使えるだろうということは理解さ

れました。 

 いざという時、我が身と家族の安全を確認

できた方、ぜひぜひ学校に来て手伝ってくだ

さい。連絡受けの要員である福祉の会々員も、

そのとき無事にそこに待っている保証はない

のですが、こういうことは、そのくらい楽観

的でないと出来ないねということです。 

 

「鳥取県を知ろう！」参加者２８＋２  

 ２月５日(日)午後２時〜４時、本宿コミセ

ンで行った鳥取県を知ろうは、ポスターを見

て参加したという赤ちゃん連れの若いご夫婦

やお父さんもいて、嬉しい会となりました。 

今年の運営役員竹山さんの縁で鳥取県を取り

上げましたが、砂丘だけでないなかなかの場

所。しかも、因幡の白ウサギ初め神話や、神

話時代の着るものは、朝鮮半島と人つながり、

日本の歴史も窺い見ることが出来ます。沢山

の名産を少しずつ味見し、何もないようで、

空港が２カ所もある鳥取県を改めて認識しま

した。梨より蟹の県です。参加費 300 円で、

同じ町内ながら知らなかった人と話をして、

楽しい会です。次回候補は、茨城県？ 
 

情報交換会から 
 東部福祉の情報交換会から、地域のさまざ

まな年齢層、あるいは丁目別の活動が見えま

す。駐在さんが参加し、直近の犯罪、交通事

故の情報がもらえます。 

  駐在からの情報提供 

・平成 28 年 市内で電話利用の詐欺 20 件、

被害総額 1 億 7 千万円強。年末には「オレ

オレ詐欺」が多かったが、全体的には「還付

金詐欺」「架空請求」「名義貸し詐欺」が多発

している。代金振り込んだのに商品が届かな

いネット詐欺も発生。ヘリコプター共同所有

投資の誘いも怪しいです。 

・自転車盗が多い。自宅からも。敷地内でも

鍵を掛けておきましょう。 

・1／6 昼〜夕方 東町 3 丁目アパート 2 階窓

ガラス破り、現金 3 万円被害。飛散防止シー

トを貼る、強化ガラスに替えるなど、被害防

止対策を！ 
 
東部福祉の会ホームページについて 

 東部福祉の会の活動内容を紹介したり、こ

れまでの活動の記録を掲載する準備中です。 
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